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2．測定システムの構成   1．まえがき   

電磁波雑音自動測定システムの構成図を図1に  

示す。測定システムは広帯域を有する対数周期型  

アンテナで受信し，スペクトラムアナライザで測  

定する。その結果をGf，一柑インタフェースを介  

して処理用のパーソナルコンピュータに取り込む。  

その測定データはディスプレイ上に表示されると  

共にフロッピーディスクに格納される。測定用ア  

ンテナは，処理用パーソナルコンピュータからの  

指令によってその測定角度が制御される。   

また，この測定システムは停電などによりシス  

テムが停止しても，復旧すると測定が自動的に開  

始される。  

情報化社会の中，各種の電気・電子機器から発  

生する電磁波雑音や，自動車等の点火系から発生  

する電磁麿雑音等により，電磁環競は日毎に複雑  

化してきている。   

このように複雑化してきている電磁環境の中に  

あって，いろいろな電気・電子機器相互間の干渉  

や電子制御システム等への干渉を避けるための対  

策をたてることが肝要である。そのためには，雑  

音電界強度の時間的，季節的な大量の測定データ  

の採取及び分析が必要である川～脚。   

著者らは，都市電磁波雑音の自動（無人化）測  

定システムと分析ツールを構築し継続測定と分析  

を行っている帆阿。自動測定システムは測定開始  

時刻になると，自動的に測定を開始し，その結果  

を逐次ディスプレイ上に表示する。測定終了後は  

データをフロッピーディスクに格納する。分析ツ  

ールは測定システムを用いて蓄積した大量の測定  

データを扱うことが出来るようにするため．測定  

時における各種の情報によってデータの検索を可  

能とし，また，GUI〔Grap出亡日脚Int8r払cd  

により測定データの演算及び検索を容易に出来る  

ようにした。本稿では，本軋定システム及び分析  

ツールの概要について述べる。  

2．1測定の方法   

雑音電界強度自動測定システムには，以下の  

2つのモードにより測定を行う辛が出来る。  

2．1．1モード1（半自動）   

最初に測定に必要なパラメータファイルの初期  

値を読み込む。次に天候，拙走開始時間，格納フ  

ァイル名等のパラメータを入力する。その後測定  

を開始し，結果をディスプレイ上に表示すると共  

にフロッピーディスクに格納する。   



測定方位の間隔：300 以上  

である。また，以下の測定状況の情報も測定パラ  

メータとしてファイルの中に含まれる。  

・測定用アンテナの種類  

・測定環境（気象データ等〕  

・測定の場所  

・測定者名  

これらの情報は，測定年月日と測定データと共に  

フロッピーディスクに格納される。   

以上によって測定されたフロッピーディスクの  

データは，分析を行うために，分析ツール側（ワ  

ークステーション）に格納する。  

2．1．2 モード2（全自動）   

自動測定に必要なパラメータファイルを読込み，  

測定開始状態とする。あらかじめ指定してある測  

定開始時刻になると，自動的に測定を開始し，結  

果を逐次ディスプレイ上に表示する。測定終了後  

データをフロッピーディスクに格納する。気象デ  

ータ等は格納されないので測定終了径適当な機会  

に手動で入力をする。   

各測定モードの動作を固2に示す。  

亡一拍テーション  

図1．電磁波雑音自動測定システム構成国  

2．皇 測定用のパラメータ   

判定に用いるパラメータとして，以下のものが  

ある。  

・測定開始周波数  

・測定終了周波数  

・測定周波数間隔  

・測定開始時刻   

▲測定終丁時刻   

■測定開始方位角  

・測定方位角の間隔  

測定可能な周波数範囲：60～1000MH五  

測定周波数間隔：1MH五 以上  

図2．測定のフローチャート   



3．分析ツールの概要   3．1 ファイルリスト   

ファイルリストは，並び替えメニューを選択す  

る事によって，日付，時刻，天気等の項目につい  

て並び替えることができる。さらに，指定した測  

定データに類似したデータを類似の多い順に並び  

替えることもできる。この際にマスク処理機能を  

利用すると，特定の周波数範囲のみを対象とする  

ことができる。また，対象選択によってファイル  

リストにセレクトをしたもののみを残し，対象を  

限定する事も可能である。  

本ツールは大量の測定データの分析を目的とし  

ており，各種の検索及び分析がGUIによりマウ  

スを使用して容易に行うことが出来る。   

分析ツールが起動すると．図3に示すようなメ  

ニュー及びファイルリストが表示され．入力待ち  

の状態になる。この状態でメニュー及びサブメニ  

ューを選択することよって，各種の操作を行うこ  

とが出来る。基本的な操作のパターンとしては，  

ファイルリストから演算の対象とするファイルを  

選択（複数個の選択が可能である）し，演算メニ  

ューから済算を選択すると，その結果がグラフ表  

示される。この演算結果はファイルとして保存す  

る事も，また，演算対象とする事もできる。その  

様子を図4に示す。  

昌．空 涙算処理機能   

演算処理では測定値の平均値，最大値，最小値，  

及び最大値一最小値等の計算する革もできる。こ  

の際選択されたファイル間の周波数範閲，周波数  

間賄と測定方位角の範囲，測定方位間隔が異なる  

場合はオーバーラップする部分だけを用いて結果  

の算出行う。  
フ丁イル 並び甘え 漬 纂 マスク グラフ  
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マスク処理は，放送電波などの定常的で高レベ  

ルなものを削除するためのである。このことによ  

って雑音電磁波の変化の様子をよりきめ細やかに  

表示することができる。  
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3．4 グラフ表示機能   

グラフ表示町方法は，2次元（設定された方位  

角度，グラフの重ね措きも可能），3次元（標準  

座標，極座標）表示が可能である。表示例につい  

て図5，固6に示す。  

図3．分析ツール初期画面  
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フ丁イルリストからセレクト  

囲4．基本的な操作パターン  

図5．2次元表示の例（平均値）   
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固7．晴れの日のスペクトル  

図6．3次元表示の例  

4．測定データの分析   
t芥払出亜】  

測定は情報工学科株屋に測定用対数周期型アン  

チを設置し相続制定を行っている。この測定で得  

られたデータから，天候とスペクトル，時間変化  

とスペクトル及び曜日とスペクトルの関係につい  

て考察をした。   

天候とスペクトル関係では晴れ，雨天，雷雨，  

雪及び粉雪の日のスペクトルを図7～囲1引こ示す。   

これらのスペクトル表示には，放送電波等の定  

常的な周波数についてマスク処理も出来る。   

また，これらの全ての測定結果に測定システム  

のシステム雑音として，22dBが加算されている。   

天候による変化とスぺクトルパターンについて  

は天候が晴れの日，又は，曇りの日の雑音電界強  

度（レベル）は一般高く測定された。   

雨の日と湿った雪の日のは一般に低く類似した  

測定結果であった。   

雷雨の日のスぺクトルは，雷の発生方向と思わ  

れる方位での100MH＝以下で，雑音電界強度（レ  

ベル）が非常に高く測定された（園9）。この時  

の各方向のスペクトルを囲10に示す。   

粉雪の日の場合スぺクトルの特徴として湿った  

雪と異なり1宜OMHヱ以下で雑音電界強度（レベル）  

が高く測定された。  

1正：○   

図8．雨の日のスペクトル  
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図9．雷雨の日のスペクトル   

（マスク処理した場合）   



5．まとめ  

都市電磁波雑音の自動測定システムと，これに  

よって測定されたデータの分析ツールを設計製作  

した。自動軋定（無人化）システムを製作したこ  

とにより，設定時間になると自動的に測定をする  

ため，長期間，大量のデータを取り込むことがで  

きた。   

また，分析ツールは測定システムで測定した大  

量のデータを扱うことができる様にするため，G  

UIにより測定時の各種の情報データと測定デー  

タの演算及び検索を容易に出来るようにした。   

以上のことより都市電磁波雑音の天気及び時間  

的変化の様子が，視覚的に捉えることが出来るよ  

うになった。ただし，測定データ量がまだ十分と  

は言えず，時間変化，曜日の変化，天候の変化に  

よる雑音電界強度変化を特定するには至っていな  

い状況であり，これは今後の課題としたい。  

囲10．雷雨の日のスペクトル  

（マスク処理した場合）  
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囲11．雪の日のスペクトル  

図12．粉雪の日のスペクトル  


